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 御嶽山の主な地震・火山活動は、１９７６年以来の山麓での群発地震活動、１９７９年の山頂噴火、１９８

４年Ｍ＝６．８の地震とその余震など、中部地方の中でもその活動は活発である。 

 これらの活動を監視するため名古屋大学では山麓周辺に６点の定常観測点を設けている。今回、岐阜県・長

野県の両自治体の防災機関の協力により、火山防災関連データの内、地震のデーターを使わせていただける事に

なった。大学の観測網に、この自治体の５観測点を加え、御岳山麓で１１点の観測点を持つことになった。そして

既にある観測網データーとの併合処理を開始した。これにより御嶽山における詳細な山体構造のさらなる解明が期

待される。 

 

新しい観測点 

（１）長野県王滝村御嶽山山頂  ：地震計のみ、     御岳頂上 

（２）長野県王滝村滝越     ：地震計,傾斜計,空震計、山頂から南南西７Ｋｍ 

（３）長野県三岳村ロープウエイ ：地震計,傾斜計,空震計、山頂から東南東３Ｋｍ 

（４）岐阜県高根村チャオスキー場：地震計,傾斜計,空震計、山頂から北４Ｋｍ 

（５）岐阜県小坂町巖立     ：地震計,傾斜計,空震計、山頂から西北西１３Ｋｍ 

 

 この内（１）は御嶽山の王滝側頂上に設置された。３０００ｍ級の火山の山頂と云うこともあり、観測環境

は極めて厳しい。一昨年秋に設置されたが激しい落雷による被害により計器類が破壊され、冬を乗り切ることさえ

出来なかった。そこで、昨年この厳しい観測環境の見直しを行った。落雷・積雪さらには噴煙による被害をも考慮

してシステムの再構築を行い、九月末再設置した。 

 

システムの大まかな構成は、 

（１）避雷対策された計器類 

（２）太陽電池による電源 

（３）３成分１秒地震計 

（４）１００Ｈｚ、２４ビットの A/D 変換 

（５）山麓への無線 LAN による送信（距離約３００ｍ） 

（６）インターネット経由でのデータの搬送である。 

 

 頂上での観測はまだ一冬越していないが、再構築された観測設備の概要と、観測された記録例について報告

する。 

 

 データ提供の形で協力いただく事になった両自治体の防災関係の方々のご努力に感謝致します。 

 

 

 


